
書
の
由
来
と
価
値

　
津
曲
家
は
、
都
城
島
津
家
の
家
老
職
を

勤
め
た
家
柄
で
、今
回
発
見
さ
れ
た
書
は
、

木こ

幡は
た

栄え
い

周し
ゅ
うが
西
郷
隆
盛
か
ら
譲
り
受
け
た

も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
木
幡
は
、

幕
末
か
ら
明
治
期
に
活
躍
。
国
学
や
儒
学

を
学
び
、
明
道
館
の
学
頭
、
明
治
期
の
都

城
の
学
校
建
設
に
尽
力
し
た
人
物
で
す
。

　
西
郷
（
南
洲
）
の
書
は
、
彼
の
認
知
度

と
人
気
の
高
さ
か
ら
偽
物
が
多
い
中
、
本

史
料
は
直
筆
に
間
違
い
な
く
、
大
変
貴
重

な
も
の
と
の
鑑
定
を
受
け
、
史
料
的
価
値

も
高
い
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

史
料
の
形
状
と
現
状

　
書
は
和
紙
に
書
か
れ
、
縦
34
㌢
、
横
４

６
１
㌢
の
巻
子
で
す
。
巻ま

き

紐ひ
も

が
切
れ
、
紙

折
れ
が
多
少
み
ら
れ
ま
す
が
、
本
紙
自
体

の
状
態
は
良
好
で
す
。

　
津
曲
靖や

す

麿ま
ろ

さ
ん
（
早
鈴
町
）
か
ら
、
所
有
す
る
古
文
書
の
中
に
西
郷
隆
盛
の
書
と
し
て
伝

わ
る
巻
物
が
あ
る
と
の
情
報
を
受
け
、
都
城
島
津
邸
が
預
か
り
西
郷
南な

ん

洲し
ゅ
う

顕け
ん

彰し
ょ
う

館か
ん

（
鹿
児
島

市
）
に
鑑
定
を
依
頼
し
た
結
果
、こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
な
い
内
容
の
「
新
発
見
の
書
」

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
３
月
31
日
㈰
ま
で
都
城
島
津
邸
の
収
蔵
史
料
展
で
展
示
す
る
同
書
の
由
来
や
、

そ
の
内
容
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。�

◎
問
い
合
わ
せ
　
都
城
島
津
邸
　
☎
23-

２
１
１
６

新
た
な
南
洲
書
の
発
見

書
の
内
容

　
本
書
は
、
中
国
の
儒
学
者
陳ち

ん

龍り
ゅ
う

川せ
ん

（
１

１
４
３
～
１
１
９
５
年
）
の
著
書
「
酌し

ゃ
く

古こ

論ろ
ん

」
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。「
西
郷
南

洲
遺
訓
」
に
も
同
様
の
言
葉
が
記
さ
れ
て

い
て
、「
酌
古
論
」
を
西
郷
が
愛
読
し
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
ま
す
。

　「
常
に
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
で
、
問

題
が
起
き
て
も
落
ち
着
い
て
対
処
で
き
、

う
ま
く
い
く
」
と
い
っ
た
内
容
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

書
の
文
面

平
居
　
　
　
暇
日
規
模
　
　
術
略

定
於
胸
　
　
中
者
　
　
　
　
久
矣
、
一

旦
遇
事
　
　
而
發
之
、　
　
如
坐

千
仭
而
　
　
転
圓
　
　
　
　
石
、
其
勇

決
之
勢
、　
殆
有
不
可
　
　
禦
者
、
故

其
用
力
也
　
易
、
而
其
　
　
収
功
也
大
、

非
徑
行
無
　
謀
、
僥
倖
以
　
求
勝

也
、
所
謂
　
英
雄
　
　
　
　
者
、
非
以

其
耀
　
　
　
知
勇
　
　
　
　
拠
形

如
斯
　
　
　
而
已
、
此
　
　
二
者
特

英
雄
　
　
　
末
事
、　
　
　
而
仗
大

義
以
　
　
　
従
天
人
　
　
　
望
者
、

乃
英
雄
　
　
之
所
繇
　
　
　
起
也
、

南
洲
書

学
芸
員
に
よ
る
書
の
訳
例

　
普
段
、
時
間
が
あ
る
と
き
で
も
、
物
事

の
仕
組
み
や
計
略
を
理
解
し
、
自
分
の
も

の
に
す
る
に
は
時
間
が
か
か
る
。し
か
し
、

そ
れ
が
自
分
の
も
の
に
な
る
と
、
問
題
に

遭
っ
た
と
し
て
も
、
と
て
も
高
い
所
か
ら

丸
い
石
を
転
が
す
よ
う
に
、
そ
の
勇
気
あ

る
決
断
の
勢
い
は
、止
ま
る
こ
と
は
な
い
。

す
な
わ
ち
、
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
容
易

に
な
り
、
そ
の
成
果
も
大
き
い
。

　
思
い
を
曲
げ
ず
に
進
め
る
こ
と
は
、
無

謀
で
は
な
い
。
運
は
勝
ち
を
求
め
る
こ
と

で
あ
り
、
良
い
こ
と
で
は
な
い
。
い
わ
ゆ

る
英
雄
の
輝
き
は
知
勇
に
よ
っ
て
で
は
な

い
。
そ
れ
は
物
事
の
成
り
行
き
、
た
だ
そ

れ
だ
け
で
あ
る
。
運
と
知
恵
・
勇
気
は
、

英
雄
に
と
っ
て
は
取
る
に
足
ら
な
い
こ
と

で
あ
る
。正
義
に
よ
っ
て
事
を
行
う
と
き
、

天
命
に
従
い
人
に
臨
む
こ
と
、
そ
れ
が
英

雄
た
る
者
の
条
件
で
あ
る
。 

上
：
巻
頭

　
　下
：
巻
末

手
前
の
人
物
：
津
曲
さ
ん
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９
月
９
日
、
西
郷
隆
盛
の
ひ
孫
の
西
郷

隆
夫
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
高
城
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
初
回
講
座
を
開
催
。
兵
庫

県
神
戸
市
生
ま
れ
の
隆
夫
さ
ん
は
「
関
西

で
育
っ
た
が
、
家
の
中
で
は
鹿
児
島
弁
。

父
が
、
毎
日
の
よ
う
に
隆
盛
の
話
を
し
て

く
れ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
隆
盛
が
奄
美
大
島
で
名
乗
っ
た

菊
池
姓
は
、
西
郷
家
発
祥
の
地
、
熊
本
県

菊
池
市
に
由
来
す
る
こ
と
を
紹
介
。
さ
ら

に
「
隆
盛
の
妻
・
糸い

と

は
ド
ラ
マ
で
は
幼
な

じ
み
の
設
定
だ
が
、
実
際
は
16
歳
離
れ
た

若
い
妻
だ
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
鹿
児
島
弁
で
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
な
隆

夫
さ
ん
の
語
り
口
に
、
会
場
は
笑
い
で
満

ち
て
い
ま
し
た
。

　
10
月
27
日
、
市
立
図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
、
島
津
家
の
史
料
を
所
蔵
す
る
尚

し
ょ
う

古こ

集し
ゅ
う

成せ
い

館か
ん

学
芸
員
の
小
平
田
史
穂
さ
ん
に
よ
る

第
２
回
講
座
を
開
催
。
小
平
田
さ
ん
は
、

隆
盛
を
育
ん
だ
薩
摩
藩
の
先
見
性
や
独
自

の
文
化
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。
島
津

斉な
り

彬あ
き
ら

の
「
人
々
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
国
を

つ
く
る
」
と
い
う
理
想
に
感
銘
を
受
け
た

隆
盛
や
、
大
久
保
利
通
な
ど
の
幕
末
か
ら

明
治
に
か
け
て
の
働
き
を
紹
介
。
ま
た
、

薩
摩
藩
の
食
文
化
は
中
国
や
琉
球
の
影
響

を
受
け
て
い
て
、
薩
摩
藩
士
の
体
格
が
良

か
っ
た
の
は
、
肉
を
よ
く
食
べ
る
食
文
化

も
関
係
が
あ
る
と
話
し
ま
し
た
。

　
11
月
24
日
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
第
３

回
講
座
を
開
催
。
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど

ん
」
の
時
代
考
証
を
担
当
し
た
原
口
泉
さ

ん
が
、
都
城
県
参
事
を
務
め
た
桂
久
武
と

桂
の
盟
友
だ
っ
た
隆
盛
に
つ
い
て
、
大
河

ド
ラ
マ
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
史
実
と
の
違

い
を
交
え
て
、
軽
妙
に
語
り
ま
し
た
。

　
桂
を
大
河
ド
ラ
マ
に
登
場
さ
せ
て
ほ
し

い
と
交
渉
し
た
話
や
、
奄
美
大
島
編
の
放

送
後
、
多
く
の
観
光
客
が
押
し
寄
せ
て
い

る
話
な
ど
、
ド
ラ
マ
の
あ
ら
す
じ
に
沿
っ

て
紹
介
。
弓
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
桂
は
、最
後
の
戦い

く
さ

で
あ
る
西
南
戦
争
で
、

弓
を
使
っ
た
最
後
の
侍
と
言
わ
れ
て
い
る

こ
と
や
、
ド
ラ
マ
で
は
西
郷
と
対
立
し
て

描
か
れ
て
い
る
島
津
久
光
は
、
名
君
で
人

材
育
成
に
長た

け
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
な

ど
を
話
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
「
脚
本
家
が
史
実
に
は
な
い
人

間
模
様
や
脚
色
さ
れ
た
内
容
を
台
本
に
織

り
込
ん
で
い
て
、
時
代
考
証
を
依
頼
さ
れ

て
い
る
側
と
し
て
は
悩
む
こ
と
も
多
か
っ

た
」
と
振
り
返
り
な
が
ら
、
ド
ラ
マ
制
作

で
の
苦
労
を
会
場
の
笑
い
を
誘
い
な
が
ら

話
し
ま
し
た
。

西郷隆盛のひ孫
西郷 隆夫さん

志學館大学教授
原口 泉さん

尚古集成館学芸員
小平田 史穂さん

子
孫
か
ら
み
た
西
郷
隆
盛

桂
久
武
と
西
郷
ど
ん

西
郷
さ
ん
を
支
え
た
も
の

慎吾さん　以前、原口教授の講義を受
けたことがあって懐かしく思い、今回
も受講しました。桂久武は知っていま
したが、西南戦争で弓を使ったラスト
サムライだったことなど初めて聞く話
もあり楽しかったです。

海仁さん　歴史が好きで、お父さんに
誘われて一緒に来ました。難しかった
けど、都城の昔の偉い人の話が聞けて、
もっと知りたいと思いました。

坂
元 

慎
吾
さ
ん
・
海か

い

仁と

さ
ん（
蓑
原
町
）

歴
史
が
、も
っ
と
大
好
き
に

な
り
ま
し
た

明
治
維
新

１
５
０
年
記
念

歴
史
講
座

　
大
河
ド
ラ
マ
「
西せ

郷ご

ど
ん
」
の
放
送
で

明
治
維
新
期
の
薩
摩
の
人
々
に
注
目
が
集

ま
り
ま
し
た
。
市
で
は
、
広
報
都
城
11
月

号
で
も
特
集
し
た
桂
久
武
を
は
じ
め
と
し

た
、
都
城
ゆ
か
り
の
偉
人
ら
の
歴
史
を
深

く
知
る
講
座
を
３
回
に
わ
た
っ
て
開
催
し

ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
都
城
島
津
邸
　
☎
23-

２
１
１
６

西
郷
ど
ん
・

桂
ど
ん
の

生
き
様
に
学
ぶ
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書
の
由
来
と
価
値

　
津
曲
家
は
、
都
城
島
津
家
の
家
老
職
を

勤
め
た
家
柄
で
、今
回
発
見
さ
れ
た
書
は
、

木こ

幡は
た

栄え
い

周し
ゅ
うが
西
郷
隆
盛
か
ら
譲
り
受
け
た

も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
木
幡
は
、

幕
末
か
ら
明
治
期
に
活
躍
。
国
学
や
儒
学

を
学
び
、
明
道
館
の
学
頭
、
明
治
期
の
都

城
の
学
校
建
設
に
尽
力
し
た
人
物
で
す
。

　
西
郷
（
南
洲
）
の
書
は
、
彼
の
認
知
度

と
人
気
の
高
さ
か
ら
偽
物
が
多
い
中
、
本

史
料
は
直
筆
に
間
違
い
な
く
、
大
変
貴
重

な
も
の
と
の
鑑
定
を
受
け
、
史
料
的
価
値

も
高
い
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

史
料
の
形
状
と
現
状

　
書
は
和
紙
に
書
か
れ
、
縦
34
㌢
、
横
４

６
１
㌢
の
巻
子
で
す
。
巻ま

き

紐ひ
も

が
切
れ
、
紙

折
れ
が
多
少
み
ら
れ
ま
す
が
、
本
紙
自
体

の
状
態
は
良
好
で
す
。

　
津
曲
靖や

す

麿ま
ろ

さ
ん
（
早
鈴
町
）
か
ら
、
所
有
す
る
古
文
書
の
中
に
西
郷
隆
盛
の
書
と
し
て
伝

わ
る
巻
物
が
あ
る
と
の
情
報
を
受
け
、
都
城
島
津
邸
が
預
か
り
西
郷
南な

ん

洲し
ゅ
う

顕け
ん

彰し
ょ
う

館か
ん

（
鹿
児
島

市
）
に
鑑
定
を
依
頼
し
た
結
果
、こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
な
い
内
容
の
「
新
発
見
の
書
」

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
３
月
31
日
㈰
ま
で
都
城
島
津
邸
の
収
蔵
史
料
展
で
展
示
す
る
同
書
の
由
来
や
、

そ
の
内
容
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。�

◎
問
い
合
わ
せ
　
都
城
島
津
邸
　
☎
23-

２
１
１
６

新
た
な
南
洲
書
の
発
見

書
の
内
容

　
本
書
は
、
中
国
の
儒
学
者
陳ち

ん

龍り
ゅ
う

川せ
ん

（
１

１
４
３
～
１
１
９
５
年
）
の
著
書
「
酌し

ゃ
く

古こ

論ろ
ん

」
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。「
西
郷
南

洲
遺
訓
」
に
も
同
様
の
言
葉
が
記
さ
れ
て

い
て
、「
酌
古
論
」
を
西
郷
が
愛
読
し
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
ま
す
。

　「
常
に
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
で
、
問

題
が
起
き
て
も
落
ち
着
い
て
対
処
で
き
、

う
ま
く
い
く
」
と
い
っ
た
内
容
が
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

書
の
文
面

平
居
　
　
　
暇
日
規
模
　
　
術
略

定
於
胸
　
　
中
者
　
　
　
　
久
矣
、
一

旦
遇
事
　
　
而
發
之
、　
　
如
坐

千
仭
而
　
　
転
圓
　
　
　
　
石
、
其
勇

決
之
勢
、　
殆
有
不
可
　
　
禦
者
、
故

其
用
力
也
　
易
、
而
其
　
　
収
功
也
大
、

非
徑
行
無
　
謀
、
僥
倖
以
　
求
勝

也
、
所
謂
　
英
雄
　
　
　
　
者
、
非
以

其
耀
　
　
　
知
勇
　
　
　
　
拠
形

如
斯
　
　
　
而
已
、
此
　
　
二
者
特

英
雄
　
　
　
末
事
、　
　
　
而
仗
大

義
以
　
　
　
従
天
人
　
　
　
望
者
、

乃
英
雄
　
　
之
所
繇
　
　
　
起
也
、

南
洲
書

学
芸
員
に
よ
る
書
の
訳
例

　
普
段
、
時
間
が
あ
る
と
き
で
も
、
物
事

の
仕
組
み
や
計
略
を
理
解
し
、
自
分
の
も

の
に
す
る
に
は
時
間
が
か
か
る
。し
か
し
、

そ
れ
が
自
分
の
も
の
に
な
る
と
、
問
題
に

遭
っ
た
と
し
て
も
、
と
て
も
高
い
所
か
ら

丸
い
石
を
転
が
す
よ
う
に
、
そ
の
勇
気
あ

る
決
断
の
勢
い
は
、止
ま
る
こ
と
は
な
い
。

す
な
わ
ち
、
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
容
易

に
な
り
、
そ
の
成
果
も
大
き
い
。

　
思
い
を
曲
げ
ず
に
進
め
る
こ
と
は
、
無

謀
で
は
な
い
。
運
は
勝
ち
を
求
め
る
こ
と

で
あ
り
、
良
い
こ
と
で
は
な
い
。
い
わ
ゆ

る
英
雄
の
輝
き
は
知
勇
に
よ
っ
て
で
は
な

い
。
そ
れ
は
物
事
の
成
り
行
き
、
た
だ
そ

れ
だ
け
で
あ
る
。
運
と
知
恵
・
勇
気
は
、

英
雄
に
と
っ
て
は
取
る
に
足
ら
な
い
こ
と

で
あ
る
。正
義
に
よ
っ
て
事
を
行
う
と
き
、

天
命
に
従
い
人
に
臨
む
こ
と
、
そ
れ
が
英

雄
た
る
者
の
条
件
で
あ
る
。 

上
：
巻
頭

　
　下
：
巻
末

手
前
の
人
物
：
津
曲
さ
ん
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　「
世
界
中
で
苦
し
ん
で
い
る
、
ひ
と
り

で
も
多
く
の
人
を
、
救
い
た
い
」
と
い
う

思
い
を
実
現
す
る
た
め
に
、
次
の
３
つ
の

領
域
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

◉
い
の
ち
を
救
う

　
国
内
災
害
救
護
や
国
際
活
動
、
赤
十
字

病
院
の
運
営
、
献
血
、
救
急
法
な
ど
の
講

習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◉
せ
い
か
つ
を
支
え
る

　
全
国
で
児
童
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
福

祉
施
設
を
運
営
し
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
参
加
者
と
一
緒
に
、
地
域
に
密
着
し
た

幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◉
ひ
と
を
育
む

　
看
護
師
な
ど
の
育
成
や
青
少
年
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
実
施
な
ど
、
技
術
や
知
識
、
思

い
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。✚

私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
日
赤

✚
皆
さ
ん
の
善
意
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す

　
日
赤
宮
崎
県
支
部
都
城
市
地
区
で
は
、

活
動
資
金
や
義
援
金
な
ど
の
受
け
付
け
、

火
災
な
ど
の
被
災
者
へ
の
救
援
物
資
の
配

布
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
団
体
の
活

動
支
援
を
行
う
ほ
か
、
活
動
へ
の
参
加
者

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

◉
都
城
市
赤
十
字
奉
仕
団

　

　
庄
内
、
山
之
口
、
高
城
、
高
崎
の
４
分

団
が
あ
り
、
炊
き
出
し
訓
練
や
義
援
金
な

【
日
赤
の
活
動
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
】

　
２
月
３
日
㈰
に
ま
ち
な
か
広
場
で
開
催

さ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
、
ハ
イ
ゼ
ッ
ク

ス
包
装
食
に

よ
る
炊
き
出

し
体
験
を
行

い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
参
加
く

だ
さ
い
。

　日本赤十字社（日赤）は、「苦しんでいる人を救いたいとい
う思いを集結し、いかなる状況下でも、人間のいのちと健康・
尊厳を守る」という使命の下、皆さんの善意に支えられながら
さまざまな活動を行っています。

◎問い合わせ　福祉課　☎23-2980

頼りになる
日本赤十字社の活動

ど
の
募
金
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◉
都
城
市
日
赤
有
功
会

　
活
動
資
金
と
し
て
累
計
20
万
円
以
上
の

寄
付
を
し
た
個
人
や
法
人
で
構
成
さ
れ
て

い
て
、
地
域
で
の
活
動
の
支
援
を
行
い
ま

す
。

◉
宮
崎
県
救
急
安
全
赤
十
字
奉
仕
団
（
都

城
・
北
諸
地
区
）

　
赤
十
字
救
急
法
講
習
会
な
ど
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

◉
青
少
年
赤
十
字

　
市
内
で
は
、
保
育
園
３
園
、
小
学
校
10

校
、
中
学
校
10
校
、
高
等
学
校
１
校
が
登

録
し
、募
金
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

協
力
の
ほ
か
、
福
祉
課
な
ど
で
受
け
付
け

て
い
る
募
金
、
赤
十
字
支
援
型
自
動
販
売

機
の
設
置
・
利
用
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
忌
明
寄
付
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
福
祉
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
日
赤
活
動
へ
の
協
力
方
法
は
、
毎
年
６

月
ご
ろ
に
各
自
治
公
民
館
を
通
し
た
募
金

✚
日
赤
の
活
動
方
針
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　災害時の炊き出しや、災害時に役立つ救
助法を学ぶほか、庄内地区で慰霊碑の掃除
や自宅療養者の訪問などの地域貢献を行っ
ています。地域の自宅療養者を訪問した際
に「訪問を受けたことで地域の一員だと感
じた」と泣きながら喜んでくれたことが、
今でも心に残っています。
　活動は無報酬ですが、支援の在り方や救
助法を学ぶことで自己啓発になったり、地
域の人を知ることで絆もできたりなど、や
りがいは大きいです。
　人を救うだけではなく、勉強にもなるの
で、皆さんも一緒に活動してみませんか。

都城市赤十字奉仕団 委員長
山下 和代さん（庄内町）

　10月にグッドデザイン賞を受賞した市立図書館が、新たに
木材利用推進中央協議会主催の「木材利用優良施設コンクール」
において、審査委員会特別賞を受賞しました。
　今回は、賞の概要や、評価を受けるに至った市立図書館のア
ピールポイントを紹介します

◎問い合わせ　生涯学習課　☎23-9545

市立図書館に新たな高評価！
栄えある、木材利用優良施設コンクール審査委員会特別賞を受賞

　林
業
団
体
な
ど
が
組
織
し
た
木
材
利
用

推
進
中
央
協
議
会
が
、
木
造
も
し
く
は
内

装
に
木
材
を
使
っ
た
全
国
の
公
共
施
設
や

病
院
、
商
業
施
設
か
ら
、
優
良
な
施
設
を

選
定
し
表
彰
す
る
「
木
材
利
用
優
良
施
設

コ
ン
ク
ー
ル
」。
審
査
委
員
は
、
大
学
教

授
な
ど
の
学
識
経
験
者
や
林
野
庁
長
官
な

ど
が
務
め
て
い
て
、
権
威
あ
る
コ
ン
ク
ー

ル
で
す
。

　同
協
議
会
は
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
ほ

か
、
木
材
利
用
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
を

通
し
て
、
木
材
利
用
の
推
進
と
需
要
の
拡

大
の
た
め
の
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
ま

す
。

表
彰
式
と
審
査
委
員
会
特
別
賞

　11
月
28
日
、

木
材
会
館
（
東

京
都
）
で
行
わ

れ
た
同
コ
ン
ク

ー
ル
の
表
彰
式

に
岩
﨑
透
事
業

副
市
長
が
出
席

し
、
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　審
査
委
員
会

特
別
賞
は
、
今

年
度
に
新
設
さ

れ
た
も
の
で
、
市
立
図
書
館
は
「
木
材
を

積
極
的
か
つ
効
果
的
に
活
用
し
た
転
用
や

再
生
の
モ
デ
ル
」
と
し
て
、
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

審
査
委
員
会
の
評
価

　ま
ち
の
中
心
に
あ
っ
た
旧
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
を
、
内
装
に
木
材
を
活
用
し
な

が
ら
、
市
立
図
書
館
と
し
て
転
用
・
再
生

し
た
施
設
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
や
周
辺
施
設

に
つ
な
が
る
軒
下
通
路
の
天
井
部
分
に
木

材
を
活
用
し
な
が
ら
、
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て

い
る
。

　ま
た
、
宮
崎

県
産
ス
ギ
材
の

Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
材
料

と
し
た
造
作
家

具（
展
示
台
）を

設
置
し
て
い
る

ほ
か
、
家
具
デ

ザ
イ
ン
チ
ー
ム

と
都
城
家
具
工

業
会
が
協
力
し
て
、
九
州
産
ク
ス
ノ
キ
を

材
料
に
開
発
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
イ
ア

ウ
ト
が
で
き
る「
木
箱
型
書
架（
木
箱
架
）」

な
ど
を
設
置
。
木
材
を
活
用
し
た
施
設
の

転
用・再
生
の
モ
デ
ル
と
し
て
期
待
す
る
。

※�

Ｃ
Ｌ
Ｔ
：
引
き
板
を
繊
維
方
向
が
直
交

す
る
よ
う
に
積
層
接
着
し
た
木
材

今
後
の
活
用

　市
で
は
今
回
の
受
賞
を
生
か
し
、
ま
ち

な
か
に
誕
生
し
た
居
心
地
の
良
い
図
書
館

を
「
人
々
が
集
う
た
ま
り
場
と
し
て
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
」
こ
と
で
、
本
市
の
さ
ら

な
る
魅
力
度
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。
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と
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に
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日
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地
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で
は
、

活
動
資
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や
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金
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、

火
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な
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の
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者
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の
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援
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を
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ま
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。
ま
た
、
各
団
体
の
活

動
支
援
を
行
う
ほ
か
、
活
動
へ
の
参
加
者

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

◉
都
城
市
赤
十
字
奉
仕
団

　

　
庄
内
、
山
之
口
、
高
城
、
高
崎
の
４
分

団
が
あ
り
、
炊
き
出
し
訓
練
や
義
援
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な

【
日
赤
の
活
動
を
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験
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て
み
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せ
ん
か
】

　
２
月
３
日
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に
ま
ち
な
か
広
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で
開
催

さ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
、
ハ
イ
ゼ
ッ
ク

ス
包
装
食
に

よ
る
炊
き
出

し
体
験
を
行

い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
参
加
く

だ
さ
い
。

　日本赤十字社（日赤）は、「苦しんでいる人を救いたいとい
う思いを集結し、いかなる状況下でも、人間のいのちと健康・
尊厳を守る」という使命の下、皆さんの善意に支えられながら
さまざまな活動を行っています。

◎問い合わせ　福祉課　☎23-2980

頼りになる
日本赤十字社の活動

ど
の
募
金
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◉
都
城
市
日
赤
有
功
会

　
活
動
資
金
と
し
て
累
計
20
万
円
以
上
の

寄
付
を
し
た
個
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や
法
人
で
構
成
さ
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て
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て
、
地
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で
の
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動
の
支
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を
行
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ま

す
。
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宮
崎
県
救
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全
赤
十
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（
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赤
十
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会
な
ど
を
開
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て
い
ま
す
。

◉
青
少
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赤
十
字

　
市
内
で
は
、
保
育
園
３
園
、
小
学
校
10

校
、
中
学
校
10
校
、
高
等
学
校
１
校
が
登

録
し
、募
金
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

協
力
の
ほ
か
、
福
祉
課
な
ど
で
受
け
付
け

て
い
る
募
金
、
赤
十
字
支
援
型
自
動
販
売

機
の
設
置
・
利
用
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
忌
明
寄
付
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
福
祉
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
日
赤
活
動
へ
の
協
力
方
法
は
、
毎
年
６

月
ご
ろ
に
各
自
治
公
民
館
を
通
し
た
募
金

✚
日
赤
の
活
動
方
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　災害時の炊き出しや、災害時に役立つ救
助法を学ぶほか、庄内地区で慰霊碑の掃除
や自宅療養者の訪問などの地域貢献を行っ
ています。地域の自宅療養者を訪問した際
に「訪問を受けたことで地域の一員だと感
じた」と泣きながら喜んでくれたことが、
今でも心に残っています。
　活動は無報酬ですが、支援の在り方や救
助法を学ぶことで自己啓発になったり、地
域の人を知ることで絆もできたりなど、や
りがいは大きいです。
　人を救うだけではなく、勉強にもなるの
で、皆さんも一緒に活動してみませんか。

都城市赤十字奉仕団 委員長
山下 和代さん（庄内町）



月 日 時　間 場　所 地　　　区

小
松
原
1/31㈭

9：00～12：00

※1
コミュニティ
センター

前田町、平江町、大王町、栄町、
北原町、宮丸町、小松原町

13：00～16：30 志比田町

姫
城 2/1㈮

9：00～12：00 早鈴町、甲斐元町、西町、都島町、
松元町、上町

13：00～16：30 下長飯町、中町、牟田町、八幡町、
蔵原町、姫城町

妻
ケ
丘

2/4㈪
9：00～12：00

妻ケ丘町、若葉町、東町、上東町、
中原町、天神町、菖蒲原町、
花繰町

13：00～16：30 上長飯町、一万城町、広原町

祝
吉 2/5㈫

9：00～12：00 郡元町、年見町、
郡元一～四丁目、千町、神之山町

13：00～16：30
祝吉一～三丁目、祝吉町、
上川東一～四丁目、早水町、
立野町、下川東一～四丁目

横
市
3/12㈫

9：00～12：00 都原町
13：00～16：30 横市町、南横市町

3/13㈬ 9：00～12：00 蓑原町

五
十
市

3/13㈬ 13：00～16：30 鷹尾一～五丁目、南鷹尾町

3/14㈭
9：00～12：00 久保原町、五十町、大岩田町
13：00～16：30 平塚町、今町

中
郷

1/28㈪
10：00～12：00 石原営農

研修館
尾平野

13：00～15：30 石原

2/14㈭
9：30～12：00

中郷地区
市民交流
センター

下安久、正応寺
13：00～16：00 川内、上安久、藤田

2/15㈮
9：30～12：00 大浦、麓、雄児石、嫁坂
13：00～16：00 大薗、益貫

2/18㈪
9：30～12：00 高野原、女橋、払川
13：00～16：00 東豊満、西豊満

月 日 時　間 場　所 地　　　区

西
岳

1/28㈪
10：00～12：00 折田代

営農研修館
武床、猪子石、(田野)

13：00～15：30 折田代

1/29㈫
10：00～12：00 旧夏尾

保育児童館
牛之脛

13：00～15：30 馬渡、御池町

1/30㈬
9：30～12：00 西岳地区

公民館
（クラブハウス）

高野町、田野
13：00～16：00 美川町

志
和
池

2/6㈬
9：30～12：00

※2
志和池地区
体育館

丸谷、巣立、万ヶ塚、寿万寺
13：00～16：00 薄谷、谷頭

2/7㈭
9：30～12：00 下水流2、下水流3、麓
13：00～16：00 下水流１、平原、岩満、崎田

2/8㈮
9：30～12：00 上水流中、森田、上水流東
13：00～16：00 上水流西、荒ヶ田、吉行

庄
内

2/15㈮
9：30～12：00

庄内地区
公民館

関之尾
13：00～16：00 宮島、今屋

2/18㈪
9：30～12：00 東区、千草
13：00～16：00 川崎、町区、西区

2/19㈫
9：30～12：00 平田、馬場
13：00～16：00 莇、今平、内場、源野

沖
水

2/12㈫
9：30～12：00

※3
沖水地区
公民館

都北町、広瀬
13：00～16：00 吉尾町

2/13㈬
9：30～12：00 東高木、上金田
13：00～16：00 西高木

2/14㈭
9：30～12：00 太郎坊町
13：00～16：00 下金田、中金田

月 日 時　間 場　所 地　　　区

山
之
口

1/29㈫
9：30～11：00 永野営農

研修館 永野

13：00～15：00 青井岳営
農研修館 青井岳

2/20㈬
9：30～12：00

山之口地区
公民館

街区1～5、向原東、西向原1～3
13：00～16：00 西向原5～10、川内、前方

2/21㈭
9：30～12：00 東、原田、飯起、野上、五反田
13：00～16：00 榎木、上森、麓1～4区

2/22㈮
9：30～12：00 正近、乗平、六十田、田原、下平
13：00～16：00 桑原1～3、中原、富吉団地

月 日 時　間 場　所 地　　　区
予
備
日
3/15㈮

9：00～12：00 ※1
コミュニティ
センター

（予備日）
13：00～16：30

月 日 時　間 場　所 地　　　区

山
田

2/25㈪
9：30～12：00

山田総合
センター

牛谷、万ヶ塚、石風呂、上椎屋、
平山

13：00～16：00 竹脇、大古川、長谷、脇之馬場

2/26㈫
9：30～12：00 瀬茅、毘砂丸、修行、北田、池之原

13：00～16：00 田中、和田上、倉平、西栫、
瀬之口、百原、中村

2/27㈬
9：30～12：00 古江、山内1～2、上是、下是、

浜之段
13：00～16：00 谷1～3、谷5～9

月 日 時　間 場　所 地　　　区

高
城

2/19㈫
9：30～12：00

高城農村
環境改善
センター

第15・第18・第19自治公民館
13：00～16：00 第12・新第19・第20自治公民館

2/20㈬
9：30～12：00 第13・第14自治公民館
13：00～16：00 第16・第17自治公民館

2/28㈭
9：30～12：00

高城
生涯学習
センター

第3・第11自治公民館
13：00～16：00 第4・第5自治公民館

3/1㈮
9：30～12：00 第7・第8自治公民館
13：00～16：00 第9・第10自治公民館

3/4㈪
9：30～12：00 第1自治公民館
13：00～16：00 第2・第6自治公民館

月 日 時　間 場　所 地　　　区

高
崎

2/13㈬
10：00～12：00 笛水小中

学校クラ
ブハウス

椎屋、後平
13：00～15：30 竹元、崎山

3/5㈫
9：30～12：00

高崎
福祉保健
センター

上新田、鍋、旭

13：00～16：00 栢木、田平、中央団地、牟礼水流、
荒場

3/6㈬
9：30～12：00 横谷、共和
13：00～16：00 三和、蔵元、高坂

3/7㈭
9：30～12：00 谷川、町倉、栗巣、杉倉
13：00～16：00 割付、迫間、山神原、野平、上勢西

3/8㈮
9：30～12：00 温水、炭床、新生
13：00～16：00 吉村、原村、下新田

3/11㈪
9：30～12：00 田中、権堀、松ヶ水流、東
13：00～16：00 小牧、轟、鵜戸、塚原、木下

平成31年度　市・県民税申告日程表

※1：コミュニティセンターでの申告受付は、指定日のみ受け付けますので、注意ください
※2：志和池地区公民館の建替工事のため、志和池地区体育館に変更になりましたので、注意ください
※3：工事のため、駐車台数に限りがあります。案内係の指示に従ってください
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の
確
定
申
告
が
で
き
ま
す
。

※
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
の
発
行
を
希
望
す

　
る
人
は
、
申
告
前
に
運
転
免
許
証
な
ど

　
の
本
人
確
認
書
類
を
税
務
署
に
持
参

問
　
都
城
税
務
署
　
☎
22-

４
３
７
７

◉
日
時
　
２
月
14
日
㈭
　
13
時
～
15
時

　
　
　
　
２
月
15
日
㈮
　
９
時
～
11
時

◉
会
場
　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

◉
対
象
　
給
与
所
得
者
で
、
平
成
30
年
中

に
住
宅
を
ロ
ー
ン
で
購
入
ま
た
は
増
改
築

し
、
入
居
し
て
い
る
人

※
電
話
ま
た
は
税
務
署
窓
口
に
て
要
予
約

申
問
　
都
城
税
務
署
　
☎
22-

４
３
７
７

（
自
動
音
声
案
内
に
従
い
「
２
」
を
選
択
）

◉
期
間
　
２
月
１
日
㈮
～
28
日
㈭

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

◉
会
場
　
南
九
州
税
理
士
会
都
城
支
部
の

各
会
員
事
務
所（
の
ぼ
り
旗
の
目
印
あ
り
）

◉
内
容
　
所
得
税
お
よ
び
個
人
の
消
費
税

に
関
す
る
相
談

※�

相
談
を
希
望
す
る
税
理
士
事
務
所
へ
の

事
前
予
約
が
必
要
。
申
告
書
な
ど
の
作

成
を
依
頼
す
る
場
合
は
有
料

申
問
　
南
九
州
税
理
士
会
都
城
支
部

　
　
　
☎
25-

３
２
４
０

◉
期
間
　
２
月
18
日
㈪
～
３
月
15
日
㈮
　

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

◉
時
間
　
９
時
～
16
時

◉
会
場
　
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

※�

期
間
中
は
、
都
城
税
務
署
内
で
の
申
告

の
相
談
は
で
き
ま
せ
ん

◉
作
成・提
出
　
会
場
で
申
告
書
を
作
成・

提
出
で
き
ま
す
。
ま
た
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ

ー
ナ
ー
」
で
作
成
し
、
印
刷
し
て
郵
送
な

ど
で
も
提
出
で
き
ま
す
。
な
お
、
平
成
31

年
１
月
か
ら
、
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
利

用
し
て
、
自
宅
な
ど
か
ら
「
イ
ー
タ
ッ
ク

ス
」
で
確
定
申
告
が
で
き
ま
す
。

◉
そ
の
他
　
平
成
31
年
１
月
か
ら
、
年
末

調
整
の
済
ん
で
い
る
給
与
所
得
者
で
、
医

療
費
控
除
ま
た
は
寄
付
金
控
除
を
適
用
す

る
人
は
、
専
用
の
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を

利
用
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
所
得
税

　
農
業
な
ど
の
事
業
所
得
の
あ
る
人
は
、

必
ず
事
前
に
収
入
や
経
費
の
計
算
を
し
て

か
ら
来
場
く
だ
さ
い
。
計
算
後
に
受
け
付

け
ま
す
の
で
、計
算
が
済
ん
で
い
な
い
と
、

順
番
が
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
、
山

林
所
得
が
発
生
す
る
業
務
を
行
う
全
て
の

人
は
、
記
帳
・
帳
簿
な
ど
の
書
類
の
保
存

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
配
偶
者
控
除
な
ど
の
改
正
】

　
配
偶
者
控
除
の
額
が
改
正
さ
れ
る
と
と

も
に
、
合
計
所
得
金
額
が
１
千
万
円
を
超

え
る
人
は
、
配
偶
者
控
除
が
適
用
さ
れ
な

く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
配
偶
者
特
別
控
除
の
対
象
と
な

る
配
偶
者
の
合
計
所
得
金
額
の
上
限
額

が
、
76
万
円
未
満
か
ら
１
２
３
万
円
以
下

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【
医
療
費
控
除
明
細
書
添
付
の
義
務
化
】

　
平
成
29
年
分
の
申
告
か
ら
、
医
療
費
控

除
は
領
収
書
の
提
出
が
不
要
と
な
り
、
代

わ
り
に
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」
の
添

付
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
】

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
た
申
告
書
な

ど
を
提
出
す
る
際
に
は
、
申
告
す
る
人
の

本
人
確
認
書
類
の
提
示
、
ま
た
は
写
し
の

添
付
が
必
要
で
す
。

※
税
制
改
正
に

　
関
す
る
情
報

　
は
、
国
税
庁

　
ま
た
は
市
の

　
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
で
確
認
く

　
だ
さ
い

　
期
間
中
は
全
職
員
が
各
会
場
に
出
向
き
ま
す
の
で
、
本
庁
お
よ
び
各
総
合
支
所
窓
口
で
の
申
告
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。
15
ペ
ー
ジ
の
会

場
で
必
ず
申
告
く
だ
さ
い
。
な
お
、住
ん
で
い
る
地
区
以
外
の
会
場
で
も
申
告
で
き
ま
す
。
確
定
申
告
（
所
得
税
の
申
告
）
を
す
る
人
は
、市
・

県
民
税
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。◎

問
い
合
わ
せ
　
市
・
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
　
市
民
税
課
　
　
☎
23-

２
１
２
３

確
定
申
告
・
所
得
税
に
つ
い
て
　
都
城
税
務
署
　
☎
22-

４
３
７
７（
自
動
音
声
案
内
）

市・県
民
税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す
！

税
理
士
無
料
確
定
申
告
相
談

所
得
税
・
消
費
税
確
定
申
告

税
制
改
正
の
主
な
内
容

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
相
談
（
申
告

書
作
成
）
会

営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
の

あ
る
人
へ

【
申
告
期
間
】
１
月
28
日
㈪
～
３
月
15
日
㈮
　
※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

14広報 都城 平成31年1月号



月 日 時　間 場　所 地　　　区

小
松
原
1/31㈭

9：00～12：00

※1
コミュニティ
センター

前田町、平江町、大王町、栄町、
北原町、宮丸町、小松原町

13：00～16：30 志比田町

姫
城 2/1㈮

9：00～12：00 早鈴町、甲斐元町、西町、都島町、
松元町、上町

13：00～16：30 下長飯町、中町、牟田町、八幡町、
蔵原町、姫城町

妻
ケ
丘

2/4㈪
9：00～12：00

妻ケ丘町、若葉町、東町、上東町、
中原町、天神町、菖蒲原町、
花繰町

13：00～16：30 上長飯町、一万城町、広原町

祝
吉 2/5㈫

9：00～12：00 郡元町、年見町、
郡元一～四丁目、千町、神之山町

13：00～16：30
祝吉一～三丁目、祝吉町、
上川東一～四丁目、早水町、
立野町、下川東一～四丁目

横
市
3/12㈫

9：00～12：00 都原町
13：00～16：30 横市町、南横市町

3/13㈬ 9：00～12：00 蓑原町

五
十
市

3/13㈬ 13：00～16：30 鷹尾一～五丁目、南鷹尾町

3/14㈭
9：00～12：00 久保原町、五十町、大岩田町
13：00～16：30 平塚町、今町

中
郷

1/28㈪
10：00～12：00 石原営農

研修館
尾平野

13：00～15：30 石原

2/14㈭
9：30～12：00

中郷地区
市民交流
センター

下安久、正応寺
13：00～16：00 川内、上安久、藤田

2/15㈮
9：30～12：00 大浦、麓、雄児石、嫁坂
13：00～16：00 大薗、益貫

2/18㈪
9：30～12：00 高野原、女橋、払川
13：00～16：00 東豊満、西豊満

月 日 時　間 場　所 地　　　区

西
岳

1/28㈪
10：00～12：00 折田代

営農研修館
武床、猪子石、(田野)

13：00～15：30 折田代

1/29㈫
10：00～12：00 旧夏尾

保育児童館
牛之脛

13：00～15：30 馬渡、御池町

1/30㈬
9：30～12：00 西岳地区

公民館
（クラブハウス）

高野町、田野
13：00～16：00 美川町

志
和
池

2/6㈬
9：30～12：00

※2
志和池地区
体育館

丸谷、巣立、万ヶ塚、寿万寺
13：00～16：00 薄谷、谷頭

2/7㈭
9：30～12：00 下水流2、下水流3、麓
13：00～16：00 下水流１、平原、岩満、崎田

2/8㈮
9：30～12：00 上水流中、森田、上水流東
13：00～16：00 上水流西、荒ヶ田、吉行

庄
内

2/15㈮
9：30～12：00

庄内地区
公民館

関之尾
13：00～16：00 宮島、今屋

2/18㈪
9：30～12：00 東区、千草
13：00～16：00 川崎、町区、西区

2/19㈫
9：30～12：00 平田、馬場
13：00～16：00 莇、今平、内場、源野

沖
水

2/12㈫
9：30～12：00

※3
沖水地区
公民館

都北町、広瀬
13：00～16：00 吉尾町

2/13㈬
9：30～12：00 東高木、上金田
13：00～16：00 西高木

2/14㈭
9：30～12：00 太郎坊町
13：00～16：00 下金田、中金田

月 日 時　間 場　所 地　　　区

山
之
口

1/29㈫
9：30～11：00 永野営農

研修館 永野

13：00～15：00 青井岳営
農研修館 青井岳

2/20㈬
9：30～12：00

山之口地区
公民館

街区1～5、向原東、西向原1～3
13：00～16：00 西向原5～10、川内、前方

2/21㈭
9：30～12：00 東、原田、飯起、野上、五反田
13：00～16：00 榎木、上森、麓1～4区

2/22㈮
9：30～12：00 正近、乗平、六十田、田原、下平
13：00～16：00 桑原1～3、中原、富吉団地

月 日 時　間 場　所 地　　　区
予
備
日
3/15㈮

9：00～12：00 ※1
コミュニティ
センター

（予備日）
13：00～16：30

月 日 時　間 場　所 地　　　区

山
田

2/25㈪
9：30～12：00

山田総合
センター

牛谷、万ヶ塚、石風呂、上椎屋、
平山

13：00～16：00 竹脇、大古川、長谷、脇之馬場

2/26㈫
9：30～12：00 瀬茅、毘砂丸、修行、北田、池之原

13：00～16：00 田中、和田上、倉平、西栫、
瀬之口、百原、中村

2/27㈬
9：30～12：00 古江、山内1～2、上是、下是、

浜之段
13：00～16：00 谷1～3、谷5～9

月 日 時　間 場　所 地　　　区

高
城

2/19㈫
9：30～12：00

高城農村
環境改善
センター

第15・第18・第19自治公民館
13：00～16：00 第12・新第19・第20自治公民館

2/20㈬
9：30～12：00 第13・第14自治公民館
13：00～16：00 第16・第17自治公民館

2/28㈭
9：30～12：00

高城
生涯学習
センター

第3・第11自治公民館
13：00～16：00 第4・第5自治公民館

3/1㈮
9：30～12：00 第7・第8自治公民館
13：00～16：00 第9・第10自治公民館

3/4㈪
9：30～12：00 第1自治公民館
13：00～16：00 第2・第6自治公民館

月 日 時　間 場　所 地　　　区

高
崎

2/13㈬
10：00～12：00 笛水小中

学校クラ
ブハウス

椎屋、後平
13：00～15：30 竹元、崎山

3/5㈫
9：30～12：00

高崎
福祉保健
センター

上新田、鍋、旭

13：00～16：00 栢木、田平、中央団地、牟礼水流、
荒場

3/6㈬
9：30～12：00 横谷、共和
13：00～16：00 三和、蔵元、高坂

3/7㈭
9：30～12：00 谷川、町倉、栗巣、杉倉
13：00～16：00 割付、迫間、山神原、野平、上勢西

3/8㈮
9：30～12：00 温水、炭床、新生
13：00～16：00 吉村、原村、下新田

3/11㈪
9：30～12：00 田中、権堀、松ヶ水流、東
13：00～16：00 小牧、轟、鵜戸、塚原、木下

平成31年度　市・県民税申告日程表

※1：コミュニティセンターでの申告受付は、指定日のみ受け付けますので、注意ください
※2：志和池地区公民館の建替工事のため、志和池地区体育館に変更になりましたので、注意ください
※3：工事のため、駐車台数に限りがあります。案内係の指示に従ってください
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